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０．地震のタイプ

日本周辺のプレート運動



過去の地震活動（1885年以降）

2003年7月26日
M6.4

2006年１月１日～2008年６月13日 1.0≦Ｍ 深さ30km以浅

過去の地震活動（2006年以降）



１．震源要素（暫定値）
震源時：2008年６月14日08時43分45秒
北緯： 39度 01.7分
東経： 140度 52.8分
深さ： ８km
規模： 7.2

２．震度分布
地域震度



各地の震度

震度６強：岩手県奥州市
宮城県栗原市

震度６弱：宮城県大崎市

３．震度分布図と推計震度分布図

推計震度分布図：
※震度観測値を元に、震度計の無い場所の震度を推計して面的に表現したもの。

※揺れが強かったと考えられる震源域に観測点が無いため、震度の推計結果が実態からずれている
と考えられる。

↓
強震域の広がり、被害の程度を掴むには不十分で、別な手段が必要。

注）通常は震度４以上を表示



岩手・宮城内陸地震（M7.2)

Ｍ４.０以上の地震
8月25日15時まで

４．余震回数

中越地震（M6.8）より少ない

兵庫県南部地震（M7.3)より
多い

震度１以上の余震回数 ６月30日まで：４７６回
７月31日まで：５３９回
８月８日まで：５４９回

主な余震

６月14日 09：20 Ｍ5.7 最大震度 ５弱 （最大余震）
６月14日 12：27 Ｍ5.2 最大震度 ４
６月16日 23:14 Ｍ5.3 最大震度４

余震確率の変化
６月15 日06 時現在での推定

６月20 日06 時現在での推定

６月23 日06 時現在での推定

６月26 日06 時現在での推定





５．余震分布（断面図）

西傾斜
（西下がり）

６．発震機構（本震）

白い部分が西北西-東南東方向に揃っている
↓

その方向に押されている



７．震源過程解析（近地波形）

①地図上に投影したすべり量分布と
観測点分布・発震機構解

②震源時間関数
③断層面上のすべり量分布
④震度分布（参考）

④

未知の活断層で発生した地震

８．合成開口レーダー（SAR）解析
アセンディング（北行軌道）

●気象庁が決定した一元化震源（2008年６月14日～25日09時、M≧2.5、深さ30km以浅）

ディセンディング（南行軌道）

Analysis by MRI,JMA from ALOS raw data (c)JAXA,METI



合成開口レーダー（SAR）解析結果解釈のイメージ図

被害の特徴

●大規模な土砂災害が発生
地すべり、土砂崩壊

●家屋被害は少ない
木造住宅被害の差異は、表層地盤構造の差異？

●人は強い揺れを感じている



今回の地震波の特徴

①短周期が卓越している観測点

②長周期が卓越している観測点
③短～長周期の全てがある観測点

一様ではない

観測点により様々
（地震波形は様々）

９．強震波形

大崎市鳴子



加速度スペクトルの比較

短～長まで 長周期卓越

33

３

２

１

②大崎市古川三日町①栗原市栗駒

短周期卓越

③一関市舞川

③一関市舞川
震度５弱(計測震度4.6)
最大合成加速度 400gal

①栗原市栗駒
震度６弱(計測震度5.9)
最大合成加速度 699gal

②大崎市古川三日町
震度６弱(計測震度5.6)
最大合成加速度 342gal

平成19年（2007年）能登半島地震



平成16年（2004年）新潟県中越地震

平成７年（1995年）兵庫県南部地震



能登半島地震
輪島市鳳至町（震度６強）

新潟県中越地震
川口町川口（震度７）

兵庫県南部地震
神戸市中央区中山手（震度６）

岩手・宮城内陸地震
栗原市栗駒（震度６弱）

比較

震央距離別に見た、上下動/水平動（ＮＳとＥＷの大きな方）最大加速度の比
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岩手県沿岸北部の地震 　　　　　　　　　　［５弱以上］

平成20年(2008年)岩手･宮城内陸地震　［５弱以上］

平成19年(2007年)新潟県中越沖地震　　［５弱以上］

平成19年(2007年)能登半島地震　　　　　[５弱以上]一部略

平成16年(2004年)新潟県中越地震　　　 ［５弱以上］

震央距離別に見た、上下動/水平動（NSとEWの大きな方）

最大加速度の比

上下動が大きかった？



１０．聞き取り調査

＜実施場所＞
※震度５弱以上の強い揺れを観測した周辺の地域
※斜面の崩落など大きな被害が生じていることを目撃した地点

↓

＜主な観点＞
※調査対象者が本震時の揺れの中でとった行動

「物につかまった。」「座り込んで、立つことが出来なかった」等
※室内の状況

「書架が倒れた」「棚に置いたものが飛び出した」等

↓

＜結 果＞
※「震度階級関連解説表」と照合することで、聞き取り内容の状況に相当する震

度）を推定
※主に震度５強以上の揺れを観測した地点の周辺では、震度計で観測された震

度と聞き取りにより推定した震度は概ね合致していた。

木造住家等の被害は少なかったが、体感や屋内状況などはどうだったのか？

聞き取り調査から
推定した揺れの
強さの分布

主に人体感覚に着目し推定した
震度が６弱以上の場所に吹き出
しを付けた。

※栗原市一迫と奥州市衣川区
については、別途詳細図を作成



「栗原市一迫」付近の聞き取り調査から推定した人体感覚による揺れの強さ

「奥州市衣川区」付近の聞き取り調査から推定した人体感覚による揺れの強さ



１１．緊急地震速報
緊急地震速報は、震源に近い観測点で観測された地震波を解析して、強い
揺れが予測される地域を、強い揺れが来る前にお知らせするものです。

※わずか数秒でも、時間がたつにつれ精度はよくなるが、強い揺れには間に合わなくなる
※地震を検知してから発表する情報であり、「地震予知」ではない

地震発生

（
時
間
の
流
れ
）

震源に近い地震計が
揺れ（P波）を感知

他の地震計でも
次々に揺れを感知

地震波を解析
・地震波の来た方向
・震源までの距離
・地震の規模

震源の位置
マグニチュード

を推定

緊
急
地
震
速
報

数
秒

～

数
十
秒

気象庁

強い揺れが到達

ただちに解析して、瞬時に提供

P波

P波 S波

精度の良い
続報を発表

震度を予測

地震検知から４秒後に緊急地震速報を発信

岩手県内陸北部
岩手県沿岸南部
山形県最上
宮城県中部
秋田県沿岸南部
岩手県沿岸北部
秋田県内陸南部
宮城県北部

震度４以上

岩手県内陸南部

震度５強以上

注：円の数字は、主要動到達まで
の時間（秒）


